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里山を研究する 龍谷の森での取り組み

宮浦 富保（龍谷大学理工学部）

一本杉
比叡山 一本杉 大文字

元治元年（１８６４） 小椋純一，「絵図から読み解く人と景観の歴史」，1992

水本邦彦，「草山の語る近世」，2003

水本邦彦，「草山の語る近世」，
2003
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見晴らしのよい草山でピクニック

適切な利用方法，強度 → 木材や薪，刈敷きなどの持続的利用

葛飾北斎「大原女」 ↑
ハンガリーの切手 大原女時代行列 →

大原女人形 →

田上山系

田上山系
温暖多湿。 千数百年以前にはスギ・ヒノキ等の一大美林地帯。

西暦694年 藤原宮造営に要する檜材を伐出 → 瀬田川・木津川を運搬
（万葉集）

西暦740年頃 石山院（現在の石山寺）造営のために伐採

1600年頃 長期乱伐の結果，荒廃の一歩手前

1640年頃 江戸時代 地域住民による燃料として盗採による荒廃の進行
（マツの根の堀取り→燃料，灯火）

1683年 瀬田川を含む淀川流域一帯に大水害が発生

1686年以降 土砂留工事等の簡易な砂防工事

1886年 明治元年 淀川流域に大水害
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http://www.bluemoon.kais.kyoto-u.ac.jp/kiryu-e/images/Tanakami_1915-1.gif１９１５年 草津市内の国道1号線のトンネル （田上山系から流れる草津川の下）

明治政府によるオランダ人土木技師（デレーケ）招請
日本各地で治山・治水の指導

オランダ堰堤（大津市上田上桐生地区）

荒廃した斜面

山腹工事

「森林の環境・
森林と環境」

治山工事・山腹工事が始められてから100年程度経過 1947年
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滋賀県マキノ町のカタクリの里
萌芽更新によって育てられた林

人間が自然への継続的な働きかけ → 生物多様性の維持
（メダカやタガメ，フナ，ドジョウなど ： 水田
カタクリ，カンアオイなど ： 落葉広葉樹林） 1947年

2000年

・里山の利用（過去）
人と自然の関わり（肥料，薪・炭，遊びの場）＝共生 （多様性の維持）

・里山の利用（現在）
生活との関わりの消失 → 里山の放置，荒廃，開発の対象

多様性の低下

里山の経済価値の低下

・里山の利用（将来）
地域社会の中での里山の役割

（エネルギー革命・農業革命）

里山ORCの活動

“人をつなぐ 未来をひらく 龍谷の森”

（里山学・地域共生学オープン・リサーチ・センター）
既存のつながり

構築すべきつながり

大津市

地域住民

他府県住民

農業関係者

滋賀県

水ＮＰＯ

森林ＮＰＯ

研究者

龍谷大学

里山ネットワーク里山ネットワーク里山ネットワーク
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2005年9月9日

オオタカ飛翔エリア

オオタカの食痕

森林観測タワー

・気象要素の観測

・林冠～林床の生物活動
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バルーン
による

植生調査

2005年6月
原拓史撮影

IBOY式
ウィンドウトラップ

色による誘因

IBOY式
マレーゼトラップ

ピットフォール
（落とし穴式）

トラップ

ライトトラップによる里山の昆虫調査
IBOY方式ライトトラップ 龍谷と角間の森における

タワー上部飛来昆虫の比較（8月）
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龍谷の森
角間の森

→龍谷はハエ目が多く、角間はチョウ目が多い

2004年
2001年

IBOY式
クモ類調査

29科134種を確認。

滋賀県初記録の種も。

関西菌類談話会
「龍谷の森」菌類調査団

コンイロイッポンシメジ（基準産地 瀬田） ベニイグチ（基準産地 瀬田）

ナガエノスギタケ（2006年10月公開発掘予定） 未記載種

瀬田丘陵の植物の多様性
滋賀県・大津市・立命館大学・京都大学生態学研究センター

との共同研究の始まり

ノハナショウブ
立命館BKCの湿地

ヤチスギラン
瀬田公園湿地

コウヤミズキ

ガンピ
近江雁皮紙の原料
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キンラン ササユリ

ショウジョウバカマ シハイスミレ

イワナシ

成長履歴の調査

土壌呼吸量の測定

落葉落枝の測定、 林床照度の測定

大学・学生・地域住民・行政との
協働による里山づくり

新しい里山づくり
おおつ環境フォーラムとの協働作業

2000年10月 2003年4月 自然観察道つくり 瀬田北小学校
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シイタケの植菌 REC親子自然観察教室 シイタケほだ場（南東斜面） 山中勝次氏の指導

里山の楽しみ きのこ鍋 野外レクチャー
きのこ・山菜の採集文化
斎藤暖生（京大農学部）

落葉かきと腐葉土作り
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カブトムシ 719個体（2006.1.21)、 202個体（2005.1.15）

多世代参加型里山ワークショップ 里山アート
森田実穂（京都造形芸術大学）

多世代参加型
里山ワークショップ

木の幹のフロッタージュ
多世代参加型里山ワークショップ

3原色を使った葉のプリント

里山アートクラフト
龍谷大学学生・京都造形芸術大との協働

小学校の自然体験教育への参加

どんぐりトトロ作り

こまとけん玉作り

小学校の総合学習

• 冬季の虫さがし隊

• 道作り隊

• 落葉（こなは）かき隊

• 里山アート

むしむし探検隊

龍谷大学・学生
おおつ環境フォーラム

「眠りの森」事業への協力
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バイオトイレ

ペダル撹拌型
バイオトイレ

瀬田周辺の歴史の重層 森・里・人の関わり

2005年9月28日 太神山の不動寺の祭り

若宮八幡宮
湯立て神事

共存の森メンバーによる聞き書き

里山サークルきのっ子 陶芸サークルの活動
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http://satoyama-orc.ryukoku.ac.jp/

国際シンポジウム

講演者：
宮浦 富保（龍谷大学 理工学部教授、里山ORCセンター長）
Wolfgang Holzner （オーストリア：Univ.of Natural Resources and Applied 
Life Science,Vienna）
江南 和幸（龍谷大学 理工学部教授、里山ORC研究スタッフ）
Cheol Ho Park （韓国：Kangwon Natiomal Univ.）
須藤 護（龍谷大学 国際文化学部教授、里山ORC研究スタッフ）

※17日（日）には龍谷大学瀬田学舎「龍谷の森」にてエクスカーションを企画し

ています。

内 容

龍谷大学 深草学舎21号館6階 603教室会 場

2006年12月16日（土） シンポジウム13：00～17：00日 時

国際シンポジウム『里山とは何か－自然と文化の多様性』タイトル


